
習志野市の将来のまちづくりの課題について、みんなで考えてみませんか？ 

～未来のために～ みんなで担う公共施設再生 
《負担を先送りせず、より良い資産を次世代に引き継ぐために》 

 
■基調説明及び基調講演 
 

基調説明 「公共施設再生計画の取り組み」 
習志野市長        宮本 泰介   

 

基調講演 「公共施設再編はなぜ必要か」 
東洋大学経済学部教授        根本 祐二   氏 

 
■パネルディスカッション 

「公共施設再生・再編とまちづくり」 

 コーディネーター  東洋大学経済学部教授           根本 祐二   氏 

 パ ネ リ ス ト   早稲田大学パブリックサービス研究所 

         招請研究員、合同会社次世代創造共同代表  細川 甚孝   氏 

                 日本大学生産工学部教授  広田 直行   氏 

総務省自治財政局財務調査課課長補佐 村田 崇     氏 

拓殖大学政経学部教授   山本 尚史   氏 

 習志野市長                   宮本 泰介   

   ※パネルディスカッション終了後、会場との意見交換を行います。 

 

日時２０１４年１月１５日（水） 
１８：１０～２０：４０ 開場 １７：４０ 

 

会場市民会館≪京成大久保駅そば≫ 

入場無料（定員 400名・先着順） 
 

※恐れ入りますが、お車でのご来場は 

ご遠慮ください。 
 

■主催：習志野市 
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 習志野市鷺沼１－１－１ TEL：047（453）9308（直通） 

             FAX：047（452）9384 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シンポジウム次第】 

１．主催者あいさつ、基調説明 18:10 ～ 18:30 

    「公共施設再生計画の取り組み」  習志野市長       宮本 泰介 

２．基調講演          18:30 ～ 19:00 

 「公共施設再編はなぜ必要か」  東洋大学経済学部教授  根本 祐二 氏 

【 ～ 10分間休憩 ～ 】  

３．パネルディスカッション  19:10 ～ 20:10 

  「公共施設再生・再編とまちづくり」 

４．会場との意見交換     20:10 ～ 20:40 

【根本 祐二 氏 経歴紹介】 

【シンポジウム開催の経緯と目的】 

全国の地方自治体において、高度経済成長期以降に整備された公共施設が、今後、次々と建築物の一般的な耐用年数

である建築後 50～60年を迎えることになります。 

そのような中、本市が保有する公共施設（学校、公民館、図書館、幼稚園、保育所など）について、今後、耐用年数

が到来した時期に、建替え、改修を実施すると、必要な事業費の４０％しか確保できないという、大変厳しい状況が    

予想されています。また、本市の公共施設で、建築後３０年以上を経過している建物は、平成２４年１０月現在で、 

延べ床面積で約７７％となっており、これらの建物は急速に建替え時期を迎えます。 

公共施設の建替え等には、事業の検討から実施まで時間を要し、事業費も多額となることから、限られた財源・資

源等を効率的に活用し、市民サービスの停滞を招かないようにするため、早期に中長期的な事業計画の策定・実施が

必要となります。習志野市では、これらの課題解決に向けて、全国でもいち早く取り組みを開始しました。 

 平成 20年度には、公共施設マネジメント白書を策定し、公共施設の現状を把握することに取り組みました。 

平成 2４年５月には、厳しい環境に置かれている公共施設についての、今後の再生に向けた取組み方針として、 

平成 22 年度に公表した「習志野市公共施設再生計画策定に対する提言書」を受け、市としての「公共施設再生計画

基本方針」を策定し、公共施設再生に向けた歩みを着実に進めています。この間、市民への説明、第三者機関での      

検討、市議会での説明など、市民への周知、意見聴取活動も行ってまいりました。 

 公共施設は、様々な市民サービスを提供するための器であり、かつ、まちづくりにおける地域の拠点としての役割

も担っています。また、東日本大震災を受け、災害復興・市庁舎の建て替えの問題などと関連し、公共施設再生へ向

けた取り組みは、益々重要性を増しています。 

 現在は、個々の施設の再編・統廃合を含めた具体的な年次計画である「公共施設再生計画」を次期長期計画の重点

プロジェクトに位置付け、平成２６年度からの実施に向け、平成２５年度中の策定を目指しています。 

本計画は、平成２６年度から平成５０年度までの２５年間と長期にわたる計画であり、市民生活に密着した様々な  

公共施設が対象となります。 

 今回のシンポジウムは、公共施設を巡る、このような現状と今後の取組みについて、みんなが議論し、理解を深め、

前進することで、習志野市の将来のまちづくりに明るい展望が示せるようになることを目的として開催するものです。 

 

東洋大学経済学部教授、東洋大学ＰＰＰ研究センター長 

1954 年鹿児島県生まれ。東京大学経済学部卒業後、日本政策投資銀行入行。地域企画部長を経て 06年、

現職に就任。専門は公民連携・地域再生。2011 年の著書「朽ちるインフラ」で公共施設、道路、橋、上

下水道の老朽化に警鐘を鳴らし、多くの自治体の公共施設再編計画を支援するとともに、少ないインフ

ラで幸せを求める「省インフラ」活動を進めている。 

  

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E6%A0%B9%E5%85%83%E7%A5%90%E4%BA%8C&hl=ja&sa=X&biw=1429&bih=673&tbm=isch&prmd=ivnso&tbnid=s534Z6SyCNrmkM:&imgrefurl=http://www.freshvoice.net/results/results2.html&docid=b_vEgD2a_e9qDM&w=143&h=193&ei=kEdxTtTwM8XgmAW0qdH9CQ&zoom=1&iact=rc&dur=313&page=3&tbnh=154&tbnw=114&start=48&ndsp=20&ved=1t:429,r:11,s:48&tx=45&ty=102

